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試験・募集・イベント

熊本県立農業大学校　平成 22 年度新規就農支援研修生 募集

① 実践講座

●募集期間　1 月 25 日 （月） ～

2 月 12 日 （金）

●対象　県内で農業を始めて間も

ない人や、 これから農業を始めよ

うとする人で、 本格的な農業をめ

ざす人 （概ね 63 歳以下）

●募集人員　45 人程度

●選考方法　書類審査のうえ面接

を行い、 受講者を決定します。

●面接日　2 月 23 日 （火） また

は 24 日 （水）

選考結果は3月上旬に通知します。

●研修期間　4 月 12 日 （月） ～

12 月 10 日 （金） 予定

●受講日　毎週 2 日 （月曜と金

曜、 または、 火曜と金曜） 午前 8

時 50 分～午後 3 時 10 分

●研修内容　①野菜 ・ 米麦栽培

などに関する基礎技術の講義およ

び実習②営農計画方法、 農業機

械、 農産物流通、 農地 ・ 農業金

融制度、 農業簿記など③農家派

遣実習 （11 月中に 18 日間）、 先

進事例視察

●受講料　無料 （ただし、教科書、

資料代などは受講生の自費負担）

▼応募手続　どちらの講座も所定の受講願書に必要事項を記入し、

郵送または持参にて。 （願書は農大または地域振興局にご請求くださ

い。 農大ホームページからもダウンロードできます）

② 就農予備講座

●募集期間　講座実施日の 1 カ

月前～ 1 週間前まで

●対象　農業に興味があり、 将来

県内での農業を検討している人

●選考方法　書類審査で受講者

を決定します。

●開催日　6 月 23 日 （水）、 9 月

15 日 （水）、 11 月 17 日 ( 水 ) の

いずれか （1 人 1 回）
●研修内容　熊本農業の概要、

本校新規就農研修の概要、 就農

を考えるための基本的な知識など

●受講料　無料

[ 申・問 ] 熊本県立農業大学校研修部

〒 861-1113 合志市栄 3805　☎ 096-248-1188

http://www.pref.kumamoto.jp/site/noudai/

熊本さわやか大学入学生募集！

　1 年間にわたる幅広い学習や体験

を通して、 生きがい発見、 社会参加、

さらには新たな交流のきっかけ作り

をしませんか。

●入学資格　県内在住で、 学習意

欲のある 60 歳以上の人 （昭和 25

年 4 月 1 日以前に生まれた人）

●募集定員　熊本校 100 人、 八代

校 80 人 （定員を超えた場合は抽選）

●講座内容　レクリエーションでリフ

レッシュ、 熊本の歴史についての講

座、 ボランティア入門、 肥後狂句づ

くりなど。 講座は年間 40 回、 テーマ

は毎回異なります。

●開校日　熊本校…毎週木曜、 八

代校…毎週火曜。 いずれも午後 1

時 30 分～ 3 時 30 分

●会場　熊本校…県総合福祉センタ

ー、 八代校…やつしろハーモニーホ

ール

●受講料など　入学金 1,000 円、 受

講料 11,000 円 （入学時に一括納付）

※詳しくはお問い合わせください

[ 申・問 ] 財団法人熊本さわやか長

寿財団 （古川 ・ 高橋）

☎ 096-354-3083　FAX096-354-3103

2010 年度『SSF（笹川スポーツ財団）スポーツエイド』助成事業 募集中

●スポーツエイド

　助成区分…①スポーツ団体が行

う活動支援助成、②スポーツ用具・

備品配備助成、 ③ SSF スポーツ

プロジェクト

●ウォータースポーツエイド

　助成区分…①ウォータースポーツの普

及・安全を目的とした事業活動への助成、

②普及 ・ 安全用具の配備助成、 ③ SSF

ウォータースポーツプロジェクト

▼事業対象期間　4 月 1 日 （木） ～平成 23 年 3 月 31 日 （木） に実施される事業

▼申請対象団体　規約 ・ 会則などの取り決めがあり、 適切な経理処理が出来

るスポーツ団体など／スポーツ用具 ・ 備品配備助成、 普及 ・ 安全用具助成は、

団体設立後 5 年以上が経過、 年間 5 事業以上の普及事業を実施している団体

／法人格の有無不問

▼申請方法　所定の 「助成金交付申請書」 に必要書類を添え、 申請受付期間

内に提出してください。 （申請書と申請書の作成方法 「申請の手引き」 はホーム

ページからダウンロードできます） ※申請に関する注意事項など詳しくはホーム

ページをご覧頂くか、 下記までお問い合わせください。

▼申請締め切り　1 月 31 日 （日） 消印有効

[ 申・問 ] 笹川スポーツ財団業務部　〒 105-0001　東京都港区虎ノ門 1-15-16

　海洋船舶ビル 5 階 ☎ 03-3580-5854　FAX03-3580-5968　E メール aid@ssf.or.jp　

　ホームページ http://www.ssf.or.jp/

1 月 1 日撮影　四山神社の山茶花
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試験・募集・イベント、母子健診

今月の税

市県民税 4期

国保税 「普通徴収」 8 期

納期限 2月 1日 （月）

納期限内に納めましょう

口座振替の人は

口座の残高をご確認ください

［問］収納課☎ 63-1353

　2月の母子健診・健康相談日程表

種別 日 （曜） 対象者 会場 受付時間

3 カ月児健診 10 日 （水） 平成 21 年 10 月生まれ
　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

（市
立
図
書
館
南
側
）

13 時 15 分～
14 時

7 カ月児健診 24 日 （水） 平成 21 年 7月生まれ

1 歳 6 カ月児健診 17 日 （水） 平成 20 年 7月生まれ

3 歳児健診 26 日 （金） 平成 18 年 8月生まれ

育児相談 　9 日（火） 育児に関して相談のある人
（子どもさんもお連れください）

10 時～
10 時 45 分

健康相談

　9 日（火） 成人 ・老人で心身の健康に
関して相談がある人

10時～
10 時 45 分

10 日 （水）
24 日 （水） 満 60 歳以上の人　他 老人福祉

センター
9時 30 分～
11 時 30 分

●母子手帳発行日…第 1 ・ 第

3 ・ 第 5 水曜　午前 10 時～

10 時 15 分／保健センターで

／受付終了後、 ミニ母親学

級を開催します （約１時間）。

なるべく妊婦さん自身がおい

でください。

●赤ちゃんの発育や育児に

ついて、 妊娠中の生活につ

いてなど、 何か困ったことや

心配なことがあるときは、 気

軽にご相談ください。

［問］保健センター

☎ 63-1133
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【目的】

　少年少女に科学的な興味、 関心を

追求できる場を提供し、 家庭や学校

環境の制約を離れて、 各種工作活

動を通じ創作する喜びを体験しなが

ら、 科学的発想をもつ創造性豊かな

人間形成を図ることです。

【活動】

　毎月第 2 ・ 第 4 日曜の午前 9 時か

ら正午まで、 文化センター子ども科

学館 2 階工作室で、 木工、 電気、 アイデア工作

など各種工作活動 （ものづくり） をしています。 現

在、 6 人の指導員のもとで市内居住の小学 4 年生

から中学 3 年生までのクラブ員が活動しています。

【今年度の活動】

　本立て ・ DX カセット入れ ・ ゴム動力飛行機 （親

子工作） ・ ペットボトルロケット ・ アイデアロボット

の製作、 未来の科学の夢絵画作品作り、 アイデア

ロボットコンテストの開催、 ロボット J リーグ有明ス

テージへの参加、 福岡県青少年科学館への施設

見学、 工具の取り扱い ・ 電気の学習

※ 22 年度新規クラブ員は今年 3 月に募集予定です。 詳細は 「広報あらお」 3 月 1

日号に掲載します。

【今年度の賛助会員】 ( 平成 21 年 11 月末現在 )

　本クラブの趣旨に賛同いただき、 支援していただいている賛助会員をご紹介します。

（順不同）

有限会社旭製作所様、 池田みちえ様、 アトリエ珍文館様、 有限会社荒尾市清掃公

社様、 株式会社中央環境管理センター様、 中央設備工業株式会社様、 株式会社石

崎商店様、 グリーンランドリゾート株式会社様、 スギモト精工株式会社様

※随時、 ご支援いただける賛助会員を募集しています。

　　　[ 問 ] 社会教育課内荒尾少年少女発明クラブ事務局☎ 63-1681

荒尾少年少女発明クラブ
　荒尾少年少女発明クラブ （池田雄二企画運営委員長） は、 昭和 61 年 8 月に発足

しました。 現在全国に 205 の発明クラブがあるなか、県下では唯一の発明クラブです。

↑ペットボトルロケットを制作し、打ち上げました

↑工具の使い方も丁寧に指導して
いただきます


